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知症（Dementia with Lewy Bodies、以下DLB）では、抑うつ状態が認知機能障害に先行、
または併存することが多く、うつ病の診断で抗うつ薬の投与を受ける可能性がある































25、75 ㎎服用時において、内服用量に依存性に、early H/M、delayed H/Mの2指標では低
下を認め、WRでは上昇を認めた。 
 
考 察 
 高齢の抑うつ状態の患者群において、ミルナシプランの服用は、MIBGシンチの3つの指標
のうちearly H/M、delayed H/Mを低下させ、WRを上昇させた。その程度はDLBの臨床診断に
影響し、偽陽性を招くほどであった。ミルナシプランの効果はうつ病の病態とは関係せず、
NEトランスポータの阻害作用に基づく薬理作用であることが示唆された。 
  
結 論 
 ミルナシプラン服用はMIBGシンチの指標に影響した。したがって、DLBが疑われる抑うつ
状態の患者にMIBGシンチを施行する際には、ミルナシプランを中止する必要がある。制限
として症例数が少ないこと、他の新規抗うつ薬（SNRI）の及ぼす影響については更なる研
究が必要であることが挙げられる。 
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